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で演習した学内フィールドワーク３）の手法など使いながら，KJ 法 A 型図解を実施したのち，
















水準５％未満とし Wilcoxon の符号順位検定を実施した．その結果，流暢性（p = .014）と独自性
（p = .036）に関して有意差が認められた．柔軟性に関し有意差は認められなかった（p = .173）． 
表１：創造性の指標ごとの比較結果（n=８）
授業第１回目中央値 授業第15回目中央値 Z 値 効果量 r
流暢性 4.0 8.0 2.450 * .613
柔軟性 2.5 4.0 1.363 .341
独自性 1.5 3.0 2.097 * .524 













































































いただいております NPO 法人 coco change 副代表理事・メリコア副代表の國武ゆかり様に深
く感謝いたします．
